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●１年生は、今月９日（水）に天草青年の

家で体験活動教室を行いました。本当は、

１泊２日の集団宿泊教室として行う予定で

したが、新型コロナウイルスの影響で宿泊

はせず、１日だけの体験活動となりました。 

●松島に到着後、午前中にペーロン体験を

しました。１艇に１０人ほど乗り込み、協

力しながらオールを漕いでいました。最初

は呼吸が合わず、真っ直ぐ進まなかった班

もありましたが、要領をつかむと掛け声に合わせスムーズに進む姿が見られました。空

の青さ、海の青さを感じながら、天草五橋を仰ぎ見ながらの楽しい体験となったようで

す。 

●午後からは、スコアオリエンテーリングを行いました。スコアオリエンテーリングと

は、野山の中で、地図上に表示された目印の地点をたどっていき、ゴールを目指す活動

です。地図上に表示された地点ごとに「点数」が割り振られており、集めた点数の合計

を競いました。それぞれの班が、高得点獲得のために進む順路を考えながら活動してい

ました。起伏のある森の中を自分の足で進んでいく子どもたちは、疲れを感じながらも、

生き生きとした表情で、有意義な活動になったようでした。 

●また、このスコアオリエンテーリングの活動中に、ペットボトルや空き缶、たばこの

吸い殻などのゴミを自主的に拾ってゴール地点に戻ってきた生徒が何人もいました。自

然を満喫するだけでなく、自然環境を守るための活動を、自ら考え実践できた生徒たち

にとても感心した瞬間でした。 

●この体験活動教室を通して、決まりを守り、自分の役割を果たし、協力し合うという

姿が育ってきました。それ以上に、周りに目を向け、人のため、自然のために自ら考え

動くことができる生徒、多くの方に支えられて活動ができたことを実感し素直に感謝の

気持ちを表すことができた生徒など、1年生の心の面が大きく成長した機会になったよ

うです。この活動での学びや成長を、これからの学校生活等でしっかり生かしてくれる

ことを期待しています。 

               

 

●「はまぼう」とは、西日本に広く分布し、夏

にかけて黄色い花を咲かせます。新和町でよく

見かけられ、天草市の市花となっています。他

にも徳島県鳴門市や長崎県西海市など４つの

市花にも指定されているようです。 

●さて、体育大会終了後から、この「はまぼう」

の名前で、校長だよりとして毎週各クラスに配

付しています。 

●内容としては、熊日新聞の読書ひろば「若者

コーナー」に掲載された、県内の児童生徒の作

文を２つ選び、一筆添えて生徒に紹介するもの

です。 

●本校生徒と同世代の県内の児童生徒が、日頃

どんなことを考え、どんなことをしているのかを是非知ってほしいと思い、１０年前

（前回の稜南中勤務時）から続けている取組です。 

●右上の写真は、記事を読んだ生徒が感想を付箋に書き、貼り付けたものです。たく

さんの付箋があると、私と生徒の間で会話のキャッチボールが出来ているみたいで

嬉しく感じます。情報をインプット（入力）してアウトプット（出力）することは、

これからの世の中でとても大切なことです。さらに「一歩前に」、書いたことを行動

に移してくれることを期待します。 

 

 

●19 日（土）、20 日（日）に郡市中体連大会が開催されました。紙面の都合上、県大

会出場が決定した部活動のみ紹介します（空手道は 7月 3日にあります）。 

部活動名 団体 個人 

女子バレー 優勝（初）  

女子ソフトテニス 優勝 平山・中村ペア（優勝） 

宮﨑・桑原ペア（３位） 

剣道 男子優勝 鬼塚（優勝） 

女子ハンド ４位  

柔道  山田 
 

  ｢一歩前に｣ 

 体験活動教室 

 はまぼう 

 郡市中体連大会結果（６月現在） 


